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〈
一　

般
〉
▽
と
ん
ぼ
の
本
沖
縄
・

琉
球
王
国
ぶ
ら
ぶ
ら
（
お
お
き
ゅ
う

こ
う
・
田
名
真
之
）
▽
オ
ン
エ
ア

上
・
下
（
柳
美
里
）
▽
龍
馬
の
天
命

（
阿
井
景
子
ほ
か
）
▽
ゲ
ゲ
ゲ
の
女

房
（
武
良
布
枝
）
▽
裁
判
お
も
し
ろ

こ
と
ば
（
大
河
原
眞
美
）
▽
日
本
一

わ
か
り
や
す
い
が
ん
の
教
科
書
（
水

上
治
）
▽
日
本
帰
化
植
物
写
真
図
鑑

（
清
水
矩
宏
）

〈
児
童
書
〉
▽
で
あ
え
て
本
当
に
よ

か
っ
た
（
宮
西
達
也
）
▽
あ
な
た
が

生
ま
れ
て
き
た
夜
に
（
ナ
ン
シ
ー
・

テ
イ
ル
マ
ン
／
訳　

内
田
恭
子
）

〈
一　

般
〉
▽
自
白
・
土
門
功
太
郎

（
乃
南
ア
サ
）
▽
ソ
ル
ハ
（
帚
木
蓬

生
）
▽
万
葉
び
と
の
奈
良
（
上
野

誠
）
ガ
ラ
ス
の
巨
塔
（
今
井
彰
）
▽

遍
路
み
ち
（
津
村
節
子
）
▽
唄
の
旅

人
（
和
田
登
）
▽
八
丁
堀
の
火
事

（
佐
伯
泰
英
）
▽
嵐
が
丘
〈
上
・

下
〉
（
Ｅ
／
ブ
ロ
ン
テ
）
▽
ぶ
ら
り

日
本
史
散
策
（
半
藤
利
一
）
▽
捏
造

　

さ
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
遠
山
金
四
郎
（
棚

橋
正
博
）
▽
島
弧
・
マ
グ
マ
・
テ
ク

ト
二
ク
ス
（
高
橋
正
樹
）
▽
明
治
・

大
正
の
日
の
地
震
学
（
金
凡
性
）

〈
児　

童
〉
▽
飼
育
栽
培
図
鑑
、
工

作
図
鑑
、
遊
び
図
鑑
、
料
理
図
鑑
、

生
活
図
鑑
、
園
芸
図
鑑
、
冒
険
図
鑑
、

自
然
図
鑑
（
福
音
館
図
鑑
シ
リ
ー

ズ
）

▽
狂
い
咲
き
正
宗
（
山
本
兼
一
）
▽

自
分
の
感
受
性
く
ら
い
（
茨
木
の
り

子
）
▽
お
う
ち
で
給
食
ご
は
ん
（
北

海
道
新
聞
社
）
▽
コ
ッ
ケ
モ
ー
モ

ー
！
（
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
ダ
ラ
ス
）

▽
た
た
み
の
部
屋
の
写
真
展
（
朝
比

奈
蓉
子
）
▽
ス
テ
ッ
プ
（
重
松　

清
）
▽
新
・
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
村
上　

龍
）

●
開
館
時
間

◆
あ
ぶ
た
・
み
ず
う
み
読
書
の

家
／
10
：
00
～
16
：
20
（
毎
木

曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

◆
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

／
平
日
８
：
45
～
17
：
00
・
土
、

日
８
：
45
～
16
：
00
（
正
月
の
み

休
館
）

●
６
月
休
館
日(

あ
ぶ
た･

み
ず
う
み)

10
日
・
17
日
・
24
日
・
７
月
１

日
・
８
日

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

新
刊
案
内

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

　ほんとうに強いものとは、ほんとうに

すばらしいものとは何なのか。一見、乱

暴で強いと見えるものの奥底にあるやさ

しさや思いやり。心に沁みます。幼児か

ら小学生向けです。

テイラノサウルス

シリーズ＜全８巻＞  

著者　西宮達也

　「多くの町民が賢い消費者になる

ように」と、消費生活展をはじめ様

々な活動をしてきましたが、会員の

高齢化と会員の減少などで活動が困

難となり、この度解散することにな

りました。

　関係者や町民の皆さんには長年に

わたりご協力とご指導を頂きました

こと厚くお礼申し上げます。ありが

とうございました。

消費者連絡会の解散

　
　

初
は
気
軽
な
気
持
ち
で
生
活
資

　
　

金
を
借
入
れ
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
後
も
生
活
費
が
足
り
な

く
な
る
と
借
入
れ
し
、
そ
の
う
ち
返

済
が
苦
し
く
な
り
、
返
済
の
た
め
の

借
金
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
」。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を「
多
重
債
務
」

と
い
い
、
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金

が
悪
循
環
と
な
り
生
活
が
破
綻
す
る

人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
深
刻
な
多

重
債
務
の
根
源
的
な
要
因
は
、
貸
し

金
業
者
の
高
金
利
な
貸
付
や
返
済
能

力
を
超
え
る
過
剰
融
資
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
規
制
す
る
法
律
も
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
も
借
り
入

れ
前
に
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
利

息
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
、
金
利
を

　

比
較
検
討
し
、
慎
重
に
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
多
額
の
債
務
を
抱
え
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
弁
護
士
な
ど
に

相
談
し
て
債
務
整
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

必
ず
解
決
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

借
金
は
、
将
来
の
収
入
を
先
に
使

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
日
頃
か
ら

将
来
の
生
活
を
考
え
た
買
い
物
の
計

画
や
貯
蓄
を
行
う
な
ど
の
生
活
設
計

能
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

注
意
…
貸
金
業
法
改
正

で
、
上
限
金
利
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
貸
金
業
者
か
ら
の
総

借
入
額
が
年
収
の
３
分
の
１

を
超
え
る
借
り
入
れ
は
原
則

禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

「
最

今月の1冊


